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＜要旨＞ 

森の香りを有する（−）−酢酸ボルニルや、日本古来の建材であるスギ室内空

間での香り成分が睡眠の質に与える影響を、化学分析・心理学的評価・生理学

的解析を用いて統合的に検討した。その結果、覚醒を低下させる濃度の（−）−

酢酸ボルニルの香り空間では、実験開始第 2 週より就床時刻が早まり、起床持

続時間が短縮した。また、睡眠に伴う肌質の改善が認められた。一方、スギ室

内空間では、セスキテルペン濃度が高く、自然的と主観評価され、睡眠の質が

日常生活において低い場合でも，起床後に血圧が上昇しない傾向が認められた。今

後、多角的な実験解析手法を用いた、自然の香り空間での睡眠の質の評価系構築

がさらに期待される。 
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